
 

 

 

 

 

 

 

◆ GIGAスクール構想の実現                        

 GIGAスクール構想により、１人１台端末環境の整備

が急速に進んでおり、今後は、これらを活用しつつ、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充

実していくことが求められています。 

各学校においては、各教科等においてICT機器を積極

的に活用し、これまでの実践と最適に組み合わせるこ

とにより、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた

授業改善を進めることが大切です。 

 

◆ 「１人１台端末」を活かした学びの変容       

学習指導要領

に基づき、これま

での教育実践の

蓄積とICTを掛け

合わせることに

より、「一斉学習」

「個別学習」「協

働学習」の分野に

おいて、学習活動

の一層の充実、主

体的・対話的で深い学びの実現に向けた視点からの授

業改善など、学びの深化が図られることが期待されて

います。 

 国では、１人１台端末を活かした学びを段階的に実現

するために、各教科等の指導におけるICT

の効果的な活用についての基本的な考え方

や活用例を右のサイトに示しています。 

 

◆ 各教科等の指導における１人１台端末の活用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 各教科等の指導におけるICT活用 

 学習指導要領に基づき、資質・能力の三つの柱をバランスよく育成するため、生徒や学校の実態

に応じ、各教科等の特質や学習過程を踏まえて、教材・教具や学習ツールの一つとしてICTを積極的

に活用し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善につなげることが重要です。 

【数学】 

○ 図形の変化の様子を可視化し、新たな性質を見

いだす活動 

・タブレット端末等を使って、試行錯誤しながら図

形を操作し、直観的に図形の性質を見いだす。 

・見出した図形の性質を演繹的に説明する。 

 

 

【外国語】 

○ 画像データを活用し、即興でプレゼンテーショ

ンする活動 

・紹介する内容に関連した画像をタブレット端

末等に保存する。 

・タブレット端末等に保存 

している画像を映し出し 

ながら、即興で聞き手に 

分かりやすく説明する。 

【理科】 

○ 観察、実験の記録等を作成し、学級全体で共有

して考察を深める活動 

・タブレット端末等を使って、観察、実験の記録

を写真とともに学級全体で共有する。 

・記録したデータを用いて、レポートやプレゼン

テーション資料などにまとめる。 

・学級全体で資料を共有し、観察、実験の記録等

をより深く考察する。 

【国語】 

○ 文章作成ソフトの校閲機能を活用し、文章を推

敲する活動 

 ・下書きに対して友だちから助言された内容を参

考にして、自分の考えがよりよく伝わる文章に

なるよう、校閲機能を用いて推敲する。 
生徒 

表現が分かりにくい。 

正確に紹介することで 

説得力を高めたい。 

※二重下線：挿入した箇所 

気付いたことを

友だちが入力 

友だちのコメン

トを読んで、さ

らに気付いた点

を入力 

【社会】 

○ 様々な資料やデータ等を活用し、課題解決する

活動 

 ・タブレット端末等を使って、課題解決に向けた

資料を収集する。 

・収集した情報のグラフ化や地図化、複数のデー

タの比較・統合等を行い、データを分析・解釈

する。 

・分析結果を活用し、多面的・多角的に考察する。 
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「２つの対角線の長さを等しくして、

垂直に交わるように動かしたら EFGH

はいつも正方形になる」ことを見付け

ることにより、深く理解することがで

きる。 
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